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はしがき

本報告書は､平成11年度から平成13年度に科学研究費補助を受けて実施し

た研究､イ移動平均過程のレベル交翠確率による地盤工事の新しい施工管理コン
セプトと管理手法｣の研究成果をまとめたものである｡

本報告書は､次の2部より構成されている｡

第1部 情報量基準を用いた確率場の自己相関距離の同定

第2部 土工事の施工曹理目標の適切な設定方法に関する基礎的な考察
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